
　 ＮＯ．１８ ２００７．７．１

「より良いスカウティングをより多くの青少年に」

　個人の資質を伸ばし、地域社会や国際社会に役立つ青少年を育てる。

１．スカウト教育法を充分に活用した活動を展開する

２．団に関わる指導者の養成を図る

３．スカウト活動の国際化を図る

４．新規加盟員を獲得し、中途退団者を抑止する

５．情報提供機能を向上し広報活動を充実させる

６．財政基盤の強化を図る

発行：ボーイスカウト愛知連盟　尾張東地区委員長　　横江昭憙

スカウトかわらばん
   ＢＳ通信尾張東地区
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　ボーイスカウト活動を知っていますか。

【ボーイスカウト運動の教育】

小グループ活動（班制教育）

○遊び仲間により作られた、異年齢の集団

○仲間の一人にリーダーシップをとらせる

○６人のグループで、一人ひとりが、班の運営のために明確な役割を分担する

○班は、少年たちの自治のグループであり、指導力と責任感を養成する場所

進歩制度（バッジシステム）

　少年には、それぞれ持って生まれた才能もあれば、成長するにつれて興味を示すよう

になった趣味やスポーツもあります。

　少年たちの成長に合わせ、個人を伸ばしながら、社会人として必要な資質をひとつず

つ身につけさせるもの、それが進歩制度の考え方です。

　進歩制度には、少年が必ず身につけるべき共通のもの（修得課目）と各人の得意な技

能や趣味を伸ばすもの（選択課目）があり、いろいろな活動を通じて課目の修得に努力

していき、規定の課目を完修すると進級章が与えられます。

　これに対して選択課目は部門により、カブ部門ではチャレンジ章（４０課目）、ボー

イ部門ではターゲットバッジ（５３課目）、ベンチャー部門では技能章（６８課目）と

それぞれ名称が異なりますが、各人の興味や特技に従って選択し、技能を修得する課目

が用意されています。

野外活動

　単なる戸外ではなくもっと広い、もっと大きな自然から学ぶことを意図しています。

つまり、大自然を教場としているのです。大自然の中に身を置き、身体を鍛え、技能を

磨き、知識と強い意志を身につけますが、中でも大自然の神秘に触れ、人のおよばぬ強

大な力を感じるとき、創造主としての神を信じ、仏の加護に感謝する気持ちが生まれ、

自然と信仰が芽生え育っていきます。

　このような日常のスカウト活動を通じ育っていく信仰心が年齢を重ねていくに従い、

より明確な形となり、神（仏）への努めを果たす社会人になっていくのです。
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　日進市姉妹都市/地域提携の調印式典 日進第１団　広報委員　石川博幸
　　　

　４月４日（水）日進市の市民会館で姉妹都市/地域提携の調印式典が行われました。

提携先はアメリカ合衆国ケンタッキー州オーエンズボロ市と同市があるデーヴィス郡、隣接

するオハイオ郡です。

　日進市として初めての海外姉妹都市提携式典を日進第１団と第２団のスカウトが立派にサ

ポートしました。将来はアメリカのスカウトとの交流ができるようになるでしょうか。

　夢は膨らみますね。
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　スカウトカントリー大作戦 野営行事委員会

日時： ９月１７日（月）祝日

場所： 環境保全、環境美化運動、敬老の日に沿った活動、一般児童を招待して展開する

活動、平和に関する活動等、各団がそれぞれの状況に応じた活動を展開する場所

目的： 一人ひとりが地域社会に貢献するとともにスカウト

運動が地域社会に根ざした実践活動であることを広

く社会にアピールすることを目的に実施します

主催： 財団法人ボーイスカウト日本連盟

後援： 文部科学省・厚生労働省・環境省

　世界スカウト運動創始１００周年記念事業 日本ボーイスカウト愛知連盟

「ボーイスカウトの集い」

日時 １０月２８日（日）　１０時～１５時

場所 名古屋市中区久屋大通公園　久屋広場

内容 プログラムは当日のお楽しみ

大勢の参加をお待ちしています

「指導者のための講演会」 健康安全委員会

日時 １１月１８日（日）　１７時～２０時３０分

場所 名古屋市中区大須４丁目９－６０　ローズコートホテル

講師 林正道氏　（海洋生物学者）

参加費 一人７０００円

締切 １０月３１日

詳細については各団にお問い合わせ下さい

・・・編集後記・・・

　紙面掲載用の原稿、写真、地域の行事原稿、ご意見等を地区広報委員までどしどしお寄せください。

　本紙に使用したイラストは、「岡崎第５団あんめの素材部屋」を利用させていただきました。

　【広報委員会】

谷口錠利（尾張旭第１団）　伊藤靖史（瀬戸第５団）　加藤智浩（瀬戸第５団）　西村俊夫（瀬戸第６団）

加藤健（瀬戸第８団）　　　石川博幸（日進第１団）　矢崎勉（日進第２団）　　星川由美（長久手第１団）　

山田高司（地区副コミッショナー）

　【編集事務局】 〒489-0888 瀬戸市原山台3-13 　尾張東地区広報委員長　渡邊正行

　　  　　　　　　 　 　編集担当　瀬戸第５団　伊藤靖史 発行部数 １，２００部

お知らせコーナー
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